
 

  

研究内容： 日本語の文法規則を利用して、英語の文法構造を導き出す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所属： 一関工業高等専門学校 総合科学人文社会領域 

●研究の背景と目的  母国語である日本語の文法規則を利用した図形や記号を用いて、英語の文法構造の 

               把握に努める。 

●研究内容   日本語と英語の統語規則・意味範疇の共通性と差違とを特徴付けることにより、 

          普遍文法の解明に努める。 

研究タイトル： 

日・英語比較から英語学習への応用 
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キーワード： 格文法・数詞・ＴＯＥＩＣ 

技術相談 

提供可能技術： 

・ＴＯＥＩＣ講習 

 

●研究の特徴、優位点  一見して複雑に見える文構造も、単純な構造をしていることを図や記号で示します。 

 

●今後の展開  日本語と英語の共通性や違いを明らかにすることにより、両国の文化や考え方まで考察して 

           いきます。 

提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 

語学演習装置（ソフト）アルクＮｅｔＡｃａｄｅｍｙ２  

  

  

  

  

 

 

 


